
　「コンパクトシティ」やTMOなど、中心商店街の活性化をめざした
様々な取り組みが、全国各地で続けられている。かつては地域繁栄
の目安とも言われた中心商店街の存在は、マイカー時代の到来や
郊外型ショッピングモールの増加などによって大きく変化してきては
いるものの、まちづくりの大きな求心力の一つには変わりない。今回
の『流通・通』は、今年の陽春から初夏にかけて訪ねた“古くて新し
い”商店街の話題から。 

新旧のメリハリを利かせて、売る。 

仲見世通りで 
みたらし団子を食べながら… 
　ここで言う“古くて新しい”とは、
誰でも知っている商店街で、今も人
通りが絶えない街とでも言っておくと
しよう。 
　まずゴールデンウィークに訪ねた
のが、東京・浅草の仲見世通り。筆
者が東京で過ごした学生時代以来
の、久しぶりの参拝であったが、通り
の雰囲気は今も昔も変わっていない。
団子を焼くしょうゆの匂い、土産店
員の呼び込みの声…。浅草寺から
漂う香の煙とあいまって、日本情緒たっ
ぷりの風情が訪れる人を和ませてく
れる。 
　懐かしさにつられ、みたらし団子と
しょうゆ煎餅を頬張りながら、土産店
を覗く。あるある、場所柄外国人が
好みそうな浮世絵や富士山が描か
れた扇子やＴシャツなどなど。学生
時代と違うのは、立ち寄る外国人の
国籍ぐらいか。最近では欧米人より
も中国や韓国などアジア系の観光
客が多く、一見すると日本人と見間
違えるため、雰囲気的には以前と変
わらない風情を感じるのかもしれな
いが、よくよく観察すると細かな時代
の変遷を見つけることができた。たと
えば、木片やシールに名前が書かれ
た名札。素材やデザインはそれほど
変わらないものの、刻まれた名前は
現代風のものが多く、顧客のニーズ
にうまく対応できている。ほかにも、

昔ながらの構図を活かしつつ新し
い素材やキャラクターを取り入れたグッ
ズなど、浅草・仲見世通りの特徴を
殺さずに時代の変化を取り入ようと
いう品揃えや工夫の跡は少なくない。 
 
竹下通りで 
クレープを食べながら… 
　次に訪れたのは、東京・原宿駅前
の竹下通りである。かつては若者た
ちに人気のショップが建ち並ぶ一大
スポットだったが、その様子は今も変
わっていない。筆者の学生時代と変
わったとすれば、集まる若者たちの
世代が低年齢化していることと、キャ
ラクター系よりもコスチューム系の店
が目につくことぐらいか。とくに、人気
バンドにあやかったコスチュームショッ
プの多さが新鮮だ。老若男女、孫の
手を引くお年寄りの姿も見受けられ
たほか、以前本人も足しげくかよっ
たと思われるお母さんと娘の、いわ
ゆる“友だち親子”の姿も少なくない。 
　竹下通りで変わらないものの代表
格は、クレープかもしれない。道端にしゃ
がんでついばむカップル、買い物袋
を片手に歩きながらかじる少女たち…。
筆者も懐かしさにつられ、ついつい
真似をしてしまったが、クレープの味
と食べ歩きの無邪気さは、今も昔と
変わらなかった。時代の変化の中に
も変わらない楽しさを見つけ喜びに浸っ
た、竹下通りでの一日であった。 
 

ジャンジャン横丁で 
串かつを食べながら… 
　6月下旬には、大阪へ。大阪と言
えば、道頓堀、なんば、北新地など名
だたる通りが点在するが、今回訪ね
たのは通天閣の南側にあるジャンジャ
ン横丁だ。界隈には、いかにも大阪
らしい風情が残る。庶民派俳優の
演劇小屋、囲碁や将棋の寄り合い
所…。筆者が訪れたときも、劇場前
で公演を終えたばかりの俳優たちが、
“おばちゃん”相手に握手や記念撮
影の真っ最中。入場料も、公演時間
が5時間前後で1,000円という安さ。まっ
たくもってサービス精神旺盛な土地
柄である。もちろん、観客の中には
若い女性の姿もチラホラ。一方、囲
碁や将棋の寄り合い所は、ほとんど
が“おじいさん”たち。隣接の天王
寺動物公園帰りの親子連れやカッ
プルの姿も入り混じり、通りには老若
男女があふれていた。 
　ジャンジャン横丁の名物と言えば、
「串かつ」である。夕方も4時過ぎに
なると、すでにお客が店の前に並ぶ
ほどの人気だ。いかに大阪の人た
ちが“ソースもん”が好きとはいえ、
行列を作るほどの愛着をもっている
ということか。今回紹介した昔ながら
の風情を残した、今も人気の商店街
たち。「守るもの」と「変えるもの」の
メリハリが利いていて、古さを感じさ
せない魅力が息づいていた。 

経営コンサルタント　岩渕公二 
（ジーベック代表取締役） 
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平成１６年度サービス利用満足度調査結果 

【分析結果】 
●４．０９以下の数値であったものは、事業大分類別で「情報化支援」

が４．０６と若干下回り、「取引支援」が３．５２であった。 

●取引支援については、半数近くが「普通」と回答し、また「やや不満・

不満」の回答割合も１割に上っている（他の事業は０～5.5％）。 

●具体的な理由は、あっせんされたが取引成立に繋がらなかった、自

社のニーズに沿った発注案件がなかった等があり、取引支援につい

てはサービスを受ける側としては取引成立という具体的な成果を期

待している分、当センターに期待する度合いが高いことが窺われる。 

【サービス利用満足度向上に向けた今後の取組み】 
●当センターからの情報提供に期待する声が多く聞かれたことから、

関係機関の各種施策等の情報発信機能を充実する必要があると

思われる。 

●また、あるサービスを受けた次のステップを望む意見も多いことから、

当センターの総合力を発揮し、各企業等の成長段階に応じた継続

的支援を一層充実していくこととする。 

 

 

【調査目的】 
　　当センターが提供したサービスへの満足度及び
その理由等の調査を行い、その結果をサービス内容・
方法の検討に資することにより、当センターのサービ
ス内容の充実及び質の向上を図ることを目的とする。 
 
【調査概要】 
1 実施時期 平成１７年５月１９日～６月６日 
 その他　※起業家大学、集団あっせん会

議等は開催時に調査 

2 対 象 者 平成１６年度内に当センターの提供す
るサービスをご利用いただいた企業・
個人等 

3 項　　目 サービス利用の満足度（５段階）及びそ
の理由、当センターに対する要望・意見 

 
【調査結果】 
総合満足度 ４．０９ 
回　答　率 ３６．０％　（５０９／１，４１３） 
満足度算出方法 満足（ウェイト：５）から 
 不満（ウェイト：１）までの回答の加重

平均により算出 
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窓口相談 
専門家派遣事業※ 
経営革新セミナー※ 
重点企業成長密着支援事業 
首都圏販路開拓支援事業 
ベンチャーズ・ネットワークin東京 
研究開発支援事業 

情報化プラザ 
ＩＴ研修※ 
図書・ビデオ等貸出 

取引あっせん 
集団あっせん会議※ 
北東北３県合同商談会※ 
取引条件改善講習会 
下請事業者巡回講習会 
自動車関連事業創出推進支援事業 

創 業 支 援  
起業家大学※ 
起業家大学院※ 
インキュベートルーム貸出管理 

金 融 支 援  設備貸与等事業 
資金貸付事業 

中心市街地 
活性化支援 

中心市街地活性化推進事業※ 

経営革新研修 

【分析結果】 

【満足の理由：事業別】 

《事業大分類の構成事業》 

《新事業支援・経営革新支援》 《情報化支援》 《人材育成支援》 

《取引支援》 《金融支援》 《創業支援》 

サービス利用満足度調査結果事業大分類別 

※印の事業は、開催時等に調査 
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